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スペインツアーレポート 

―2025 スペイン施設園芸 現地研修ツアーに参加して― 

 

農研機構 野菜花き研究部門 

施設生産システム研究領域施設野菜花き生育制御グループ 

佐々木 克友 

 

１． はじめに 

（一社）日本施設園芸協会主催で、2025 年 11 月 9 日～11月 16 日の日程で行われ

たスペイン施設園芸現地研修ツアーに参加した。今回の研修は、アルメリア地方

を中心に、温暖な気候を活かした低コスト型生産や EU への輸出体制を築いている

スペインの施設園芸について、生産法人、大学、民間企業および市役所などを視

察し、近年のスマート農業に関する施設園芸の動向を把握する目的で、施設園芸

協会の関係者、研究機関、施設園芸関連企業、生産者等計 18 名が参加した。本稿

では、現地研修の概要およびツアーで感じたことについて報告する。 

 

２． スペインの施設園芸 

スペインは日本の約 1.3 倍の面積 （約 504,782km2）であり、人口は約 4,789 万人

（2025 年）（世界 32 位）の国である。2025 年時点で、スペインは出生率 1.2 人/女

性であり、人口減少と高齢化が問題となっている。 

  スペインの施設園芸は、温暖な気候と効率的な農業経営を活かし、低コスト・高

品質な生産体制を築いている。特に、アンダルシア地方は、世界有数の施設園芸地

帯として知られており、年間を通じて温暖で、日照時間が長く （年間約 3,300 時間）、

降水量が少ない気候条件となっている。主に、簡易構造のビニールハウスにおいて、

冬季でも暖房をほとんど必要とせず、エネルギーコストを抑えた栽培が可能である。

また、点滴灌漑などの効率的な水管理技術が導入されており、乾燥地でも安定した

農業生産が行われている。 

アルメリア地方だけでも、日本の施設面積に匹敵する約 33,000ha のビニールハ
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ウスが広がっており（図―１）、そのうちエル・エヒド市が約 13,000ha を占めてい

る。アルメリア地方で作られる野菜は、年間 300 万トンに達し、主な作物はトマト、

ピーマン、キュウリ、ズッキーニ、スイカ、メロンなどとなっている。これらの 70％

がドイツ、イギリス、フランスなどの EU諸国に輸出され、残りの 30％がスペイン

国内で消費されている。特に冬季に野菜を生産できない他国にとって、スペイン産

の野菜は重要な供給源となっている。経営面では、家族経営農家(14,000 程度)が中

心であり、栽培面積は 97%が 1～7ha、平均農地面積は 1.5ha 程度である。外国人労

働者の活用も重要な要素であり、東欧や北アフリカからの季節労働者が収穫作業な

どを担い、低コストでの人手確保がこの地域の生産を可能にしている。 

スペインの施設園芸は、自然条件に適応した非常に効率的かつ省力的な経営戦略

を融合させた農業モデルとして注目され、日本の施設園芸にとっても、低コスト化、

省力化、品質管理、輸出戦略、認証制度への対応など、多くの示唆を与える事例と

いえる。 

 

図―１ アルメリア県におけるビニールハウスの設置風景 

 

３． スペイン施設園芸の視察 

 今回の研修では、図―２に示した 10 カ所を視察した。以下は、訪問順に概要を

記述する 
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 訪問先 

 ①カハマール実験農場（Cajamar Experimental Station） 

 ②アルメリア中央市場（Mercado Central de Almería） 

 ③クリソル社（Clisol） 

 ④テクノバ・テクノロジー・センター（Tecnova Fundación Tecnova） 

 ⑤エル・エヒド市役所（Ayuntamiento de El Ejido） 

 ⑥アルメリア大学（UNIVERSITY OF ALMERIA） 

 ⑦ルフェパ社（RUFEPA Tecnoagro S.L） 

 ⑧AUXproTEC 

 ⑨サンジョセップ市場（Mercat de Sant Josep de la Boqueria） 

⑩カタルーニャ農民組合（Unió de Pagesos de Catalunya） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図―２ 研修ツアーにおけるスペインでの訪問先 

 

１）カハマール実験農場（Cajamar Experimental Station） 

カハマール実験農場 （図―３）は、1975 年にアルメリア農業信用組合（Caja Rural 

de Almería）が設立し、現在はその後継である Cajamar 財団（スペイン最大の信用

組合グループ）が農業分野の研究開発・技術移転・教育を担っている施設である。

政府直轄の研究機関ではないが、公的機関や大学、企業と連携しながら公益的に活

動している。実験農場には研究員として、博士を有する技術員が 12 名、それ以外

の技術員が 16 名、大学生が年に 6～7名程度在籍している。主な活動目的は、農業

技術の研究・開発・普及であり、特に地中海性気候におけるハウス栽培や持続可能
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な農業に関する技術革新に力を入れている。 

カハマール実験農場は複数タイプのビニールハウスを保有しており、まず初めに

高軒ハウスを見学した。このハウスでは、スラブを利用した点滴潅水システムによ

るトマト栽培を行っており、農薬削減のため天敵昆虫を利用していた。この施設で

はトマト種子を 8月中旬から 9月中旬にかけて播種し、翌年 5月までの約 7か月間

栽培している。スペインのみならず世界的に問題となっている Tomato brown 

rugose fruit virus（ToBRFV）について、オランダ、日本等の種苗会社の抵抗性品

種や、その他、未販売系統等の計 9品種を試験栽培中であった。サステナビリティ

の観点から、植物残渣はたい肥に、また、誘引に使用する紐は生分解性の製品を用

いるなど、バイオコントロールに対応していた。さらに品質向上のため、バイオス

ティミュラントを使用していた。 

古くからあるアルメリアの伝統的なビニールハウス（図―３）では、一般的に暖

房をかけずに栽培し、トマトの単収は約 12～16kg/m2/年となっている。このタイプ

の温室は、16～18 ユーロ/m2の建設費とのことだった。ハウス内には、カメラがレ

ールに設置されており、朝と昼の 1日 2回写真を撮影することで、害虫の発生およ

び収穫状況をモニタリングしていた。別のハウスでは、アルメリア特有の土耕栽培

システムを見学した。アルメリアでは降水量が非常に少ないことから点滴灌漑を導

入しており、下から順に土（良くない土）/たい肥を混ぜ込んだ土/砂（一番上）の

3層構造を基本とした点滴土耕システムにより、水の使用量を最小限に抑えて作物

を栽培していた（図―３）。 

 

 

図―３ カハマール実験農場（左）におけるアルメリアのビニール温室（中央）お

よび典型的な土耕栽培と点滴潅水（右） 
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カハマール実験農場は、大学 （料））や企業 （有））と連携して、栽培意思決定

支援システムや収穫後プロセスのシミュレーション、自律型ロボットの開発なども

進められている。カハマール実験農場は単なる研究所ではなく、農業現場への技術

移転と教育のハブとしても機能しており、農業の未来を形作る重要な役割を果たし

ている。スペイン国内では権威のある実験農場であり、このカハマール実験農場と

共同研究することは名誉となっている。   

 

２）アルメリア中央市場（Mercado Central de Almería） 

アルメリア中央市場は 1892 年に開業した歴史ある市場で、19世紀末のスペイン

における都市整備と食）供給の近代化の一環として建設された。当時のアルメリア

は港町として発展しており、地中海貿易や農業が盛んだったことから、新鮮な食材

を効率よく流通させる拠点として市場の整備が求められていた。市場の建物は鉄と

ガラスを多用した構造であり、ムデハル様式で作られている（図―４）。活気に満

ちた雰囲気が魅力で、新鮮な魚介類、肉 （生肉、ハム）、野菜、果物、花、チーズ、

オリーブなど、地元産の食材が豊富に並んでいるほか、市場内にはバル、カフェや

スーパーも併設されていた。2011 年にリノベーションされ、地下と地上部の 2階建

て構造である。1階は土から作られるもの（野菜、果物、花、肉など）、地下は海の

もの、アルメリアの漁港から輸送される魚介類が販売されている。 

市場内の店は主に家族経営であり、開店時間は通常 7時から 8時の間と、個々の

店で異なっている。扱われる野菜は、スペイン南部の温暖な気候と先進的な農業技

術により育まれた高品質なものが多く、代表的な野菜は、トマト、ピーマン、パプ

リカ、ナス、ズッキーニ、キュウリ、レタス、ルッコラ、ホウレンソウなどの他、

アーティチョークやフェンネルといった地中海特有の野菜も並んでいた。これらの

野菜の多くは、GLOBALG.A.P.などの国際認証を取得した農家から供給されるなど、

安全性や環境への配慮も高い水準で保たれているのが特徴である。 
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図―４ アルメリア中央市場と内部の風景 

 

３）クリソル（Clisol） 

 クリソルは、アンダルシア州アルメリアのエル・エヒドにある農業観光施設 （大

規模施設園芸）であり、農業観光（アグロツーリズム）のパイオニア的な施設であ

る。クリソルでは、スペイン南部の乾燥地帯で発展したプラスチック温室農業の歴

史やアルメリアの環境に対応した農業の特徴等の説明の後、施設内で利用される栽

培技術等を見学した（図―５）。 

 クリソルでは、カハマール実験農場と同様に  パラル型温室（Parral）」と呼ばれ

るアルメリアで最も一般的なビニール温室を見学した。このタイプの温室は、低い

屋根と、作物を上からつるす格子状の構造が特徴で、乾燥と少雨であるこの地域の

気候に最適化されている。遮光ネットとプラスチックフィルムで覆われており、太

陽光を効率よく利用できる。夜、気温が 7℃～8℃程度まで下がることがあるが、温

室内は大体 11℃は保たれている。ずアルメリアでは、プラスチックフィルムはリサ

イクル率 100％であり、処理された葉はリサイクルが義務付けられるなど、環境に

配慮された栽培システムとなっている。 マルチトンネル型温室」は、より近代的

な構造で、温度・湿度・灌漑をコンピューター制御することで、高効率な栽培が可

能となっている。これらのハウスでは、1ha 当たり、1～4 人程度で栽培していた。

また、組合から派遣された技術員が週に 1度訪問するとのことだった。 

 クリソルでは、化学農薬の使用を最小限に抑え、天敵昆虫やフェロモンを活用す

ることで、環境に優しい統合型害虫管理（IPM）を利用した農業を展開していた （図

―５）。化学農薬と生物農薬の使用比を 1:9 とするなど、天敵昆虫を中心とした生
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物農薬を利用していた。さらに、持続可能な農業技術の導入を進めるため、コンポ

ストやバイオスティミュラント資材を利用していた。上述の技術員のほか、天敵昆

虫を購入した会社から昆虫に関する研究員も週に 1度訪問するとのことだった。 

  

図―５ クリソルで利用されていた天敵昆虫（中央）およびバンカープランツ

（右） 

 

４）テクノバ・テクノロジー・センター（Tecnova Fundación Tecnova） 

テクノバ （Tecnova 財団）は、2001 年 1 月 9 日に設立された民間非営利団体であ

り（図―６）、農業補助産業の主要企業をまとめて、国際市場での地位確立を支援

している。イノベーションと技術開発を目的として、25カ国で活動を展開し、技術

と知識の移転を推進している。テクノバは、研究員が 70 名在籍し、計 12ha となる

43 のビニールハウスと 3つの貯水槽を有している。テクノバでは研究施設内の様々

な実験装置を見学後、別圃場にある複数タイプの実験温室を見学した。研究施設で

は、選果ロボット、加熱・加工に関する研究室、病気の検出・検定および品種を検

定する研究室、プラスチックの耐久性などに関する研究室等を見学した （図―６）。

また、実験温室として、温度調節等が可能な温室、生物・非生物ストレスに対する

植物の応答性を解析する温室、マンションの屋上温室用の実験温室、果樹用の温室、

アルメリア特有の低コスト温室、ハイレベル管理トマト用温室等を見学した。 

主な活動分野として、テクノバは、アルメリア地方特有の温室栽培の技術的ニー

ズに対応し、以下の４つの活動分野において関連産業の競争力強化に貢献している。

①温室技術：温室の構造、センサー技術、トレーサビリティなど、温室農業の技術

サービスの提供。②植物生産と MA（Medium-Ambient/環境）： 新しい栽培技術の開

発、生物的防除の効率性試験、持続可能な培地の評価など、栽培に関する研究。③
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収穫後技術（ポストハーベスト）： 食品安全性を確保するための包装、保存処理、

取り扱い技術（特に第 IV および第 V 世代の生鮮カット野菜や調理済み食品）の取

り組み。④バイオテクノロジーとバイオプロセス: 農業産業に持続可能なソリュー

ションを提供するための、バイオテクノロジーの活用。 

主な研究設備には、①研究室、②実験用温室、③パイロットプラントが挙げられ

る（図―６）。研究室としては、上述のようにハウスの被覆資材など 6 つの専門ラ

ボを擁しており、特にプラスチックラボは、温室被覆材や農業用熱可塑性フィルム

の分析サービスを提供するアンダルシア州で唯一の公認ラボとなっている。実験用

温室としては、さまざまなタイプの温室構造（14種類）を持ち、あらゆる種類の試

験を実施している。パイロットプラントとしては、2つのパイロットプラント（試

験的な生産設備）を有している。 

   

 

 

図―６ テクノバの研究施設（左上）とビニールの耐久性を検定する装置（右
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上）。テクノバの実験温室は研究施設と離れた場所にあり（左下）、多種類の温室

が設置されている（右下）。 

 

５） エル・エヒド市役所（Ayuntamiento de El Ejido） 

アルメリアの施設園芸の中心であるエル・エヒド市 （エル・エヒドは 不毛の地」

の意味）の市役所を訪問し、アルメリア施設園芸の発展の歴史や特徴について、市

議会議員から説明を受けた（図―７）。スペイン施設園芸の中心であるアルメリア

地方は、1960 年代までは農業には不向きで貧しい地域とされていたが、豊かな地下

水の発見を活かし、ビニールハウス栽培と点滴灌漑技術等により急速に発展し、欧

州を代表する施設園芸産地に生まれ変わり現在に至っている。その中心であるエ

ル・エヒド市には、約 13,000ha のビニールハウスが広がり（アルメリア全体で約

33,000ha）、主にピーマン、トマト、キュウリ、スイカ等が栽培され、ドイツやイギ

リスなど北ヨーロッパ諸国へ輸出されている。エル・エヒド市は世界で最も環境の

サステナビリティを重視しており、化学製品を極力作らず、水の使用量の削減のた

めハウスでは点滴潅水するなど、持続的農業をトータルマネジメントしている。ビ

ニールの寿命は３，４年程度であり、張り替え後のビニールハウスは法律に基づき

100％回収している。リサイクル費は農家が負担し、指定された施設で回収される。

また、施設の近代化や機械の更新に対して、アンダルシア州および EU から補助の

制度が存在する。 

その他、主な特徴として、温暖で日照時間が長い地中海性気候を活かし、冬でも

料加温栽培が可能な点などが挙げられる。エル・エヒド市のビニールハウス栽培で

は、点滴灌漑などの効率的な水管理技術が導入され、少ない降水量でも安定した生

産が可能である。家族経営規模（平均 1.5ha）の農家が多く、農協（特に UNICA 等）

が営農指導や販売支援している。その他、プライベートコンサルタントに栽培指導

を委託している生産者もいる。徹底的なコスト削減により、小規模でも所得を得る

経営を実現しており、1ha 当たり 2～3名で栽培するなど、日本と比較すると効率的

かつ省力的な栽培体系である。経営者以外の栽培は主に外国人労働者に頼っており、

エル・エヒド市では 100 を超える国から労働者が移入している。外国人労働者は主

に、北アフリカ（モロッコなど）が多数を占めている。量販店に対応するため、

GlobalG.A.P.等の国際認証を取得し、品質・安全・環境に配慮した農業を推進して
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いる。一方で、北アフリカからの野菜の輸入は、EU の農薬基準に則っておらず安価

であり、EU への野菜輸出の競合相手として脅威となっている。 

   

図―７ エル・エヒド市役所にて説明する市議会議員 

 

６） アルメリア大学（UNIVERSITY OF ALMERIA） 

 アルメリア大学を訪問し、アルメリア大学-ANECOOP 実験農場財団と施研究内容

について説明を受けた （図―８）。アルメリア大学（UAL）は、スペインの大手農業

協同組合連合会である ANECOOP と共同で Fundación Finca Experimental UAL-

ANECOOP」（アルメリア大学-ANECOOP 実験農場財団）を運営している。UAL-ANECOOP

財団は 2003 年 6 月 11 日に設立され、2004 年に活動を開始している。実験農場

としては、12ha の農地と 5ha のビニールハウスを有している。ビニールハウスとし

ては、マルチトンネルタイプとアルメリア地方の伝統的なビニールタイプの２タイ

プのハウスを有している。アルメリア大学では、特に、環境に配慮した、サステナ

ブルで経済的に実行可能な農業技術を研究し、農家や企業に導入することを目指し

ている。また、農業部門の競争力向上と、研究者・技術者の育成にも貢献している。 

 アルメリア大学では、主に地下水源が用いられており、その他、塩を除去した海

水とビニールハウスから回収した雨水が使用されている。潅水システムとしては点

滴潅水が用いられている。施設では、病虫害を回避するため、極力、人員の施設へ

の侵入を回避した栽培システムとなっており、ロボットで栽培状況の情報を収集し

ている。センサーが付いたロボットにより、温度、湿度、CO2 濃度等の情報をエリ

ア単位で温室全体について収集している。また、一株ごとの植物単位で栽培上の問

題等を検出するシステムとなっている。生育初期から長期間連続して撮影するため、
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95%の精度で葉に隠れた果実も検出可能である。近隣のスーパーマーケットと契約

しており、気候の予測が可能な範囲である１週間後までの販売計画について AI を

用いた予想が可能となっている。 

 

図―８ アルメリア大学-ANECOOP 実験農場財団 

 

７）ルフェパ社（RUFEPA Tecnoagro S.L） 

ルフェパ社は 25 年以上にわたり温室（グリーンハウス）の設計・製造・施工を

手がける企業であり、コンサルタントが 3名、技術師が 11名、会社全体で約 60名

が所属している （図―９）。特に、農業用温室のターンキー・プロジェクト（設計か

ら施工、運用支援まで一括対応）に強みを持ち、中東、北アフリカ、ラテンアメリ

カ、ヨーロッパなど世界 20 カ国以上で実績がある。具体的な販売棟数や面積の統

計は未公開だが、大規模な農業プロジェクトや政府主導の施設園芸プロジェクトに

も多数関与し、近年では、エジプトで 2200ha の施設を建設した。アルメリアの通

常のビニールハウスは、スペインには適合する一方で、他国での利用には必ずしも

適さないため、同社は、プラスチック温室から様々な気候に対応したガラス製の高

性能温室（フェンロー型）の設計・建築まで幅広く対応している。高性能ハウスは

スペインの慣行ハウスと比較して 3～5 倍の収穫量になり、最近では、スペインで

もニーズが出ている。温室設計には独自の構造計算プログラム CASTA」を使用し、

エネルギー効率や水使用量の削減、生産性の向上を実現している。また、施設園芸

に関わる最新のテクノロジーの利用方法についてもレクチャーしている。年間最低

150ha 以上の温室を施行しており、30%がスペインで、70%が海外からの依頼となっ

ている。日本では くらぜん株式会社」が RUFEPA 社の日本総代理店を務めており、

同社の温室や関連資材の輸入販売を行っている。 
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RUFEPA 社の温室（グリーンハウス）は、高性能・高耐久性・柔軟なカスタマイズ

性が特徴であり、上述以外に以下のポイントが挙げられる。〇多様な温室タイプ：

ガラス製の フェンロー型」や、プラスチック製の 連棟型」 トンネル型」など、

作物や気候条件に応じた設計が可能である。単価は以下の通りである。ゴシックタ

イプ（ガラス）：約 60ユーロ/m2、ゴシックタイプ（プラスチック）:約 12～15 ユー

ロ/m2、アルメリアタイプ（ビニール）：約 6ユーロ/m2。なお、ルフェパ社では、ゴ

シックタイプ（プラスチック）温室について最も依頼が多く、85%～90%がこのタイ

プの温室となっている。○欧州品質基準に準拠：EN 13031-01 A15 などのヨーロッ

パ品質規格に準拠し、ISO 900 認証も取得済である。○柔軟な換気・遮光システム：

手動・電動の屋根換気、遮光ネット、防虫ネットなど、用途に応じた装備が可能で

ある。 

 

図―９ ルフェパ社と新たに建築中のビニール温室の様子 

 

７）AUXproTEC 

  AUXproTEC は、水耕栽培の会社であり、レタス栽培について見学した（図―１０）。

スペイン政府は、今後、水の農業利用について制限する可能性があるため、水利用効率

の高い水耕栽培が必要である、という観点から水耕で野菜を栽培していた。AUXproTEC

では、スペインに豊富な日射と、少量の水を有効に利用した溶液栽培を行っていた。ス

ペインの露地栽培と比較して 80％の水の利用量となっている。レタスについては、夏は

21 日程度、冬は 33 日程度のサイクルで栽培している。このシステムは、近隣で汚水問

題があったことからスタートした。 
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図―１０ AUXproTEC におけるレタスの水耕栽培 

 

９）サンジョセップ市場（Mercat de Sant Josep de la Boqueria） 

 サンジョセップ市場（Mercat de Sant Josep de la Boqueria）」は、地元の人々

にも観光客にも愛される活気あふれる市場である（図―１１）。13 世紀に肉市場と

して始まり、現在では約 800 年の歴史を誇るスペイン最大級の公設市場となってい

る。この市場の名前 Boqueria」は、カタルーニャ語の boc（ヤギ）」に由来し、

かつてヤギ肉が売られていたことに由来するとも言われている。 

サンジョセップ市場は、単なる食材の集まる場所ではなく、バルセロナの食文化

と市民生活の象徴的存在として、深い文化的意味を持っている。サンジョセップ市

場は、  バルセロナの胃袋」と呼ばれるほど、市民の暮らしに密着した市場であり、

地元の食材や伝統）理が集まる場所として、カタルーニャ文化の継承に貢献してい

る。多文化共生の象徴でもあり、地元の人々と観光客、さらには移民系の商人たち

が共存する空間として、バルセロナの多様性を体現している。ガストロノミーの発

信地としても注目されており、世界的に有名なシェフたちがインスピレーションを

得る場所とも言われる。サンジョセップ市場は観光資源としての価値が非常に高く、

年間数百万人の観光客が訪れることで、地域経済に大きな貢献をしている。 
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図―１１ サンジョセップ市場 

 

１０）カタルーニャ農民組合（Unió de Pagesos de Catalunya） 

カタルーニャ農民組合に訪れて、代表 2名から組合の成り立ちと、活動内容等に

ついて説明を受けた（図―１２）。カタルーニャ農民組合は、1974 年に設立された

スペイン・カタルーニャ州における主要な農業労働者の組合であり、農業、畜産、

林業に従事する自営業の人々を中心に構成されている。この組合の目的は、農業従

事者の権利擁護と農村地域の持続可能な発展の推進にあり、6,000 人以上の会員を

擁してカタルーニャ全域の小規模・中規模の家族経営農家の利益を代表している。

また、環境保護や社会的責任にも積極的に取り組んでおり、農業政策に対する提言

や抗議活動（いわゆる トラクター・デモ」など）も行ってきた。本部はバルセロ

ナにあり、教育や研修プログラムも提供している。動物福祉や果樹栽培、フォーク

リフトの安全運転など、実践的な講座が定期的に開催されている。 

主な活動内容としては、以下の 6点が挙げられる。①政策提言と交渉：カタルー

ニャ州政府やスペイン政府、EUに対して農業政策の改善の要求。果樹保険制度の改

善や野生動物による農作物被害への補償制度の拡充などの要求。②抗議活動・社会

運動：トラクター・デモや道路封鎖などを通じて、農民の声を可視化。過去には空

港拡張計画に反対するなど、環境保護の観点からも行動。③教育・研修プログラム：

動物福祉、果樹栽培、フォークリフトの安全運転など、実践的な講座を開催。若手

農業者や女性農業者の育成にも注力。④営農支援とサービス提供：子会社

 Agroxarxa」を通じて、会計、保険、技術指導、GAP 認証取得支援などを提供。⑤

環境・持続可能性への取り組み ：水資源の保全、家畜の衛生管理、農薬使用の最適



15 

 

化など、環境に配慮した農業を推進。⑥地域農業の振興とネットワーク構築 ：地域

ごとの農業課題に対応するため、各地に支部を設置。小規模農家のネットワークを

強化し、共同での流通や販売も支援。 

 

図―１２ カタルーニャ農民組合にて説明を受ける様子 

 

４．おわりに 

  スペインは、オランダに見られる大規模かつ高度に環境制御された施設栽培と対照

的な、スペイン独特の豊富な光（日照が年間約 3300 時間）を利用した、冬季でもほ

ぼ暖房を掛けない 省エネルギー的」、かつ 1ha 当たり 2～3 人で栽培する 省力的」

な栽培といった特徴が印象的であった。 

  スペインの施設園芸は 1～2ha 規模の家族経営であるが、オランダのような生産量

最大化を目的としたコストの投入を惜しまない栽培体系ではなく、省力的かつ省エネ

ルギーでコストを掛けなくても収量を十分に確保することで利益を得る方針であっ

た。スペインは日本と同じ少子化（出生率 1.2）の課題を抱えているが、人手不足だ

けでなく、後継者確保のために魅力的な（労力を掛けずに十分な利益を得る）経営を

心掛けていると感じた。 

  スペインの施設園芸はオランダとは対照的な経営方針ではあるが、先端的な環境制

御または病害虫等のセンシングツールを適度に利用しつつ、持続可能な農業へ取り組

んでいる様子であった。今後、日本の施設園芸の在り方を考える際、スペインの省力 ・

省エネルギー的な生産スタイルは選択肢の一つになりうると考える。以降、スペイン

を訪問し、感じられた一部について以下にまとめる。 

 

１）持続的農業への取り組み 
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  複数の訪問先で、 サステナブル（持続的）が最優先である」という言葉が用いら

れた説明が多かった。そのための具体的な取り組みとして、 ビニールハウスの張り

替えの際、ビニールは 100%回収」、  農薬・化学肥）の使用減 （天敵昆虫およびバイオ

スティミュラントの利用）による環境負荷低減」、  水資源の有効利用」、  作物残渣の

たい肥化」、  生分解性資材の利用」などがあげられる。今回訪問したアルメリア地方

では、大多数の園芸施設が簡易型のビニールハウスであり、3～4 年ごとに張り替え

るビニールは回収することが法律で義務付けられるなど、生産者個人というよりは、

政府が率先して持続的農業を推し進めていることが十分に理解された。また、EU 内

で流通する野菜については農薬の使用量（残留農薬）が規制されていることもあり、

スペインというより、EU 全体で農薬の使用量削減に取り組んでいることが理解され

た。 

 

２）スマート農業への取り組み 

  スペインの施設園芸はテクノロジーにコストをあまりかけない経営スタイルであ

る。一方で、スマート農業の取り組みとして特に目立ったのは、サステナブルな観

点から、農薬削減等を目的とした環境モニタリング、この場合、研究所でも生産圃

場での取り組みとして見られたのは、天敵昆虫や病害虫のモニタリングであった。 

  また、アルメリアの施設園芸については、日本と同様に後継者問題が課題である

が、生産者の子供達の中には、大学で学んだスマート農業に関する知識を生かし、

先端的な環境制御、栽培モニタリングに関するテクノロジーを新たに導入すべく、

後継ぎとして実家に戻るケースが増えつつあるとのことだった。世代が変わること

で、アルメリア大学やカハマール実験農場等で研究が進められるような環境制御技

術が取り入られるケースが今後増える可能性があると感じた。一方で、施設生産に

おけるロボット活用については若干ハードルがあるように感じられた。ロボットの

導入コストに加え、土耕栽培がほとんどであるため、ロボットの走行性確保には新

たな投資が必要となるなどの課題が挙げられる。この点についても日本と同じよう

な課題を抱えているといえる。 

 

現在、日本の施設園芸分野は、高温対策、品質向上、生産性向上、後継者不足、

環境負荷低減、市場拡大、競争力強化など解決すべき多くの問題を抱えている。そ
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れぞれの課題は一足飛びな解決は困難であり、先端的な技術開発、開発された技術

の有効利用が課題解決の重要な糸口となるものもある。今回スペインを訪問し、キ

ーワードに挙げられた個々の課題については、日本が抱える課題はスペインとも共

通する点が多い。スペインの施設生産は、温暖な気候や、EU への輸出市場、外国労

働者の確保などによって成り立つ部分はあるが、これらの強みを生かした、スペイ

ン特有の省エネルギーかつ省力的な栽培を志向する生産体系は、日本が抱える課題

解決の糸口をつかむのに大変参考となるツアーであった。今後、このようなツアー

を通じて様々な国の特徴や強み、戦略などを多角的に学ぶことは、日本の施設園芸

に大変有益となる。 


